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※ 実績値は端数切捨て、パーセンテージは小数点第2位以下を四捨五入 

|| 業績関連 || 51期第3四半期連結業績（累計/前期対比） 

50期3Q 51期3Q 50期3Q 51期3Q 50期3Q 51期3Q 50期3Q 51期3Q 

▲3.0% ＋9.0% 

＋6.2% 

＋0.0% 

• 売上高は業務用システム事業において前期に発生した特需の反動減による減収を 

    音楽配信事業や集客支援事業の増収でカバーし前年同期比で微増収 

• 営業利益は将来施策を含む費用投下により減益も、借入金圧縮に伴う金利負担の減少や 

  前期発生したリファイナンスを含む財務・資本施策関連コストがなくなったため経常利益及び 

  当期純利益については増益達成 

売上高 

【億円】 

営業利益 

【億円】 【億円】 

経常利益 

【億円】 

当期純利益 
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50期3Q 

|| 業績関連 || 51期第3四半期経営成績（累計/前期対比） 

 ※ 51期セグメント売上高はセグメント間取引消去等により、連結売上高と▲2.8億円の調整を行っております 

 ※ 50期セグメント売上高はセグメント間取引消去等により、連結売上高と▲0.9億円の調整を行っております 

51期3Q 50期3Q 51期3Q 50期3Q 51期3Q 50期3Q 51期3Q 

音楽配信事業 業務用システム事業 ＩＣＴ事業 

【億円】 【億円】 【億円】 

その他 

【億円】 

集客支援事業の拡大により増収 サービス提供件数増加により増収 
業務店向けの増収が、個人向けの

微減収を上回り増収 
前期発生した特需の反動減により      

前年同期比で減収 

セグメント別 売上高 

▲5.8% 

＋1.7% 

＋1.3% 

個人向け 

業務店向け 

 （参考） 業務店向け/個人向けの内訳は当社管理上の指標となります 

- 3 - 

＋16.8% 



50期3Ｑ 51期3Ｑ 50期3Ｑ 51期3Ｑ 50期3Ｑ 51期3Ｑ 50期3Ｑ 51期3Ｑ 

音楽配信事業 業務用システム事業 ＩＣＴ事業 

【億円】 【億円】 【億円】 

その他 

【億円】 

セグメント別 営業利益 

 ※ 51期セグメント営業利益はセグメント間取引消去等により、連結営業利益と▲7.9億円の調整を行っております 

 ※ 50期セグメント営業利益はセグメント間取引消去等により、連結営業利益と▲7.8億円の調整を行っております 

▲11.7% 

▲1.5% 

▲1.3% 

|| 業績関連 || 51期第3四半期経営成績（累計/前期対比） 

前期比ほぼ同水準で推移 前期比ほぼ同水準で推移 
将来施策を含む 

費用投下などにより減益 
前期発生した特需の反動減により      

前年同期比で減益 
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【億円】 

売上高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

3Q累計実績 
（B） 

通期予想 
  （A） 

進捗率 
（B÷A） 

700.0 75.0%  

 86.0 92.5%  

 80.0 93.9%  

 60.0 97.4%  

|| 業績関連 || 業績予想に対する進捗率 

524.6 

 79.5 

 75.1 

 58.4 
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売上高はほぼ予想通りに進捗、 

各段階利益は当四半期時点で90%超の進捗 



|| 業績関連 || 連結経営成績推移 

※ 各数値は端数切捨て 

～ ～ 
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【億円】 

当四半期の売上高、営業利益は前四半期比で増収増益 

当期純利益は前四半期比で微減も前年発生した一過性の 

財務・資本施策関連コストがなかったため前年同期比では増益 



※フリーＣＦ＝営業ＣＦ＋投資ＣＦ、 ＣＦ合計＝フリーＣＦ＋財務ＣＦ 

【億円】 

|| 財務／経営指標関連 || キャッシュフロー推移 

ＰＬ利益微増も法人税支払額の増加等により営業ＣＦは前年同期比6億円の減少、投資ＣＦ支出はほぼ横ばいも 

財務ＣＦにおいて前期発生したリファイナンス費用がなくなったことなどにより支出が10億円減少し 

ＣＦ合計は前年同期比で6億円の増加 
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＜営業ＣＦ＞ 

＜投資ＣＦ＞ 

＜財務ＣＦ＞ 

140

▲40

▲105

156

▲33

▲105

162

▲56

▲86

125

▲43

▲60

140
156 162

125 119
100

122
105

82 79

▲5

16 18 22 28

48期通期 49期通期 50期通期 50期3Q累計 51期3Q累計

営業ＣＦ フリーＣＦ ＣＦ合計

119

▲40

▲50



【億円、倍】 

|| 財務／経営指標関連 || レバレッジレシオ 

※ＥＢＩＴＤＡ ＝ 営業利益 ＋ 減価償却費 ＋ のれん償却費 

※ＥＢＩＴＤＡは直近12ヶ月ベースで算出 

※レバレッジレシオ ＝ 借入残高 ÷ 直近12ヶ月ベースＥＢＩＴＤＡ 

EBITDAは安定的に推移、継続した借入金圧縮によりレバレッジレシオは1.2倍に 
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427

323

250 237
214 202

169 165 170 169 170 169

2.5
2.0

1.5 1.4 1.3 1.2

48期通期 49期通期 50期通期 51期1Q 51期2Q 51期3Q

借入残高

EBITDA

レバレッジレシオ



【億円、％】 

|| 財務／経営指標関連 || 自己資本比率 

※自己資本 ＝ 純資産 － 新株予約権 

音楽配信事業の聴取料前受による現預金の増加等により総資産は増加も、 

着実な当期純利益の積み上げにより自己資本比率は37.0%に 
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前払費用

固定資産▲301Mは減価償却

のれん償却▲332M

733
674 673 671 654 678

87
136

194 213 234 251

11.9%
20.2%

28.9%
31.7%

35.8%
37.0%

48期末 49期末 50期末 51期1Q 51期2Q 51期3Q

総資産 自己資本 自己資本比率

～～～～～～～～～～～～



|| 財務／経営指標関連 || 自己資本利益率（ＲＯＥ） 

※自己資本利益率（ROE) ＝ 売上高当期純利益率 × 総資産回転率 × 財務レバレッジ 

※51期3Qの売上高及び当期純利益は直近12ヶ月ベース、総資産及び自己資本は50期3Qと51期3Qの平均値 

売上高利益率は増加、財務レバレッジはほぼ横ばいも音楽配信事業の聴取料前受により 

総資産回転率が減少した結果、ＲＯＥは継続して微減傾向も高水準で推移 
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5.0%
7.1%

9.7% 9.6% 9.6% 10.2%

48期末 49期末 50期末 51期1Q 51期2Q 51期3Q

売上高当期純利益率

0.88 0.97 1.03 1.03 1.06 1.02

48期末 49期末 50期末 51期1Q 51期2Q 51期3Q

総資産回転率

11.0

6.3
4.1 3.6 3.2 3.1

48期末 49期末 50期末 51期1Q 51期2Q 51期3Q

財務レバレッジ

48.7% 43.3% 40.6% 36.2% 32.6% 32.4%

48期末 49期末 50期末 51期1Q 51期2Q 51期3Q

自己資本利益率（ＲＯＥ）



|| 財務／経営指標関連 || 総資産経常利益率（ＲＯＡ） 

※総資産経常利益率（ROA） ＝ 経常利益／総資産 × 100 

※51期3Qの経常利益は直近12ヶ月ベース 

※51期3Qの期中平均総資産は50期3Qと51期3Qの平均値 

聴取料前受に伴う現預金等の増加により期中平均総資産が増加、 

経常利益も増加傾向で推移したため、ＲＯＡは13.2%と微増 

【億円、％】 
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769
703 673 671 651 681

82 72 83 82 84 89

10.7% 10.3%
12.4% 12.4% 13.0% 13.2%

48期末 49期末 50期末 51期1Q 51期2Q 51期3Q

総資産 経常利益 総資産経常利益率（ROA）

～～～～～～～～～～～～



|| 事業関連（音楽配信事業） || 付帯新サービス 

2015年4月1日 24時間365日充実のサポート体制で、店舗向けに安心をお届け 

iPad向け多機能レジアプリ『USEN Register』販売開始 
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【特徴】 

 ✓ 従来型POSレジと比較し、低価格な上に、USEN放送サービスとのパッケージプランも適用可能 

 ✓ 他社アプリには少ないカスタマー向けサポートセンターで24時間365日サポート 

 ✓ 初期設定や商品登録、現場での設置作業から利用開始までの作業をUSENが一貫して実施 

 ✓ 飲食店に必要とされるオーダーエントリーシステムが安価で導入可能 

 ✓ お客様の労務軽減を更に促すための「マスター登録・変更代行サービス」のリリース 

    ※マスター…店舗管理画面での商品名や価格の変更や担当者設定やパスワード変更など 

 

http://www.usen.com/biz_music/uregi_pc/?cbid=regi_01rest_a


49期1Q 49期2Q 49期3Q 49期4Q 50期1Q 50期2Q 50期3Q 50期4Q 51期1Q 51期2Q 51期3Q

その他 病院

ビジネスホテル レジャーホテル

レジャーホテル

ビジネスホテル

病院

その他

|| 事業関連（業務用システム事業） || 売上ポートフォリオ 

[50期3Q] 

○特需影響を除けば安定的な成長を達成 

   - 前年同期は病院事業を中心とした特需のピークだったため 

     前年同期比で売上高は約5億円の大幅減収も 

     前々年同期比や前四半期比では微増収を達成 

   - 今四半期はホテル事業でやや弱含むも病院事業が 

         堅調に推移し全体を牽引 

   - 特需の影響がない49期比では各四半期で堅調に推移 

■前期比 

■四半期推移 

45.8億 

約３０％ 

約１５％ 

約５０％ 

約５％ 

[51期3Q] 

40.8億 

約５５％ 

約１５％ 

約２５％ 

約５％ 
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32.3億 
36.2億 

40.6億 40.6億 
37.5億 

42.4億 
45.8億 

38.8億 
36.9億 

40.7億 40.8億 



49期1Q 49期2Q 49期3Q 49期4Q 50期1Q 50期2Q 50期3Q 50期4Q 51期1Q 51期2Q 51期3Q

その他売上 手数料売上

モバイル売上 回線／オプション売上

回線／オプション売上

モバイル売上

手数料売上

その他売上

|| 事業関連（ＩＣＴ事業） || 売上ポートフォリオ 

[50期3Q] 

○第3四半期にて大きな増収を達成し25億円を超過 

  - 主力の回線／オプションサービスは引き続き増収基調を維持して 

    事業全体の売上拡大を牽引  

  - モバイルについては継続して弱含むも、手数料売上が前四半期比増収 

  - 四半期売上として初めて25億円を突破 

  - 但し、競争が厳しい事業環境のためサービスラインアップ拡充を 

    継続的に行い競争力強化を図っていく 

[51期3Q] 

25.3億 

約８０％ 

約１０％ 

約５％ 

約５％ 
約５％ 

約５％ 

24.6億 

約８０％ 

約１０％ 

23.0億 23.1億 23.8億 24.0億 24.1億 
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■四半期推移 

■前期比 

24.3億 24.6億 24.8億 24.3億 24.6億 25.3億 



49期1Q 49期2Q 49期3Q 49期4Q 50期1Q 50期2Q 50期3Q 50期4Q 51期1Q 51期2Q 51期3Q

|| 事業関連（その他事業） || 集客支援事業 売上推移 

○売上は順調に伸長し、四半期売上が7億円を超過 

 - 自社運営グルメサイトであるヒトサラの販売が順調に伸長し、四半期売上が7億円を突破 

 - ヒトサラにおいて更なる付加価値提供を行うべく、“シェフのおススメからお店探しが出来る”新コンテンツを開始 

   （※次ページ参照） 

 - その他、現在行っている他社バンドルサービスの販売に加え、新たにリスティング広告の取扱いを開始 

   今後も市場や顧客のニーズに応じたサービスラインアップ拡充を図っていく予定 

3.4億 3.6億 3.8億 
4.2億 

4.6億 4.8億 
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■四半期推移 

5.2億 
5.8億 

6.4億 
6.8億 

7.1億 



|| 事業関連（その他事業） || 集客支援事業（ヒトサラ）関連 
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プロの舌が選んだ2,000店を一挙ご紹介 料理人にフォーカスするグルメサイト                       
「ヒトサラ」で新コンテンツ『シェフがオススメするお店』を5/26（火）公開 

～ユーザー評価とは一味違う、プロお薦めの飲食店で新しい発見を～ 

http://hitosara.com/chefsrec/


>> 
5/15(金)にオープンしたオフィスビル「テラススクエア」において初めて“共用部”に対する 

オフィス向けBGMを提供 

音楽配信事業関連 

2015年4月 

|| 第3四半期ＴＯＰＩＣＳ || ＩＲ／ＰＲ関連 

>> 

5月1日施行の「改正会社法」に対する対応 

IR関連 

2015年4月 

2015年5月 6月１日より適用開始となる「コーポレートガバナンス・コード」導入を取締役会にて決議 

（※後発事象） 

2015年6月 株式会社サイファの株式取得（連結子会社化） 

2015年6月 東京電力との包括提携に向けた基本合意及び新サービス開発実施 
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“初めて”オフィスビルの「共有部」へ提供  

～ストレスチェック義務化を追い風に関心を集めるオフィス向けＢＧＭ『Sound Design for OFFICE』～ 
 

5/15（金）に神田錦町でオープンした複合ビル「テラススクエア」へ提供 
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|| 第3四半期ＴＯＰＩＣＳ || 音楽配信事業関連 

「テラススクエア」外観写真 



>> 

 － 日本企業の企業統治の在り方等の見直しを図るべく 

   2014年通常国会にて成立した「改正会社法」が2015年5月1日に施行。 

   上記を受け、当社においても「内部統制システム構築の基本方針」の一部改訂を取締役会にて決議  

2015年5月1日に施行された「改正会社法」に対する対応 

|| 第3四半期ＴＯＰＩＣＳ || ＩＲ関連 

>> 2015年6月1日に導入された「コーポレートガバナンス・コード」に対する対応 

 － 投資家の行動指針である「スチュワードシップ・コード」に続き、企業の持続的成長と中長期的な 

   企業価値の向上を促進することを目途とした企業の行動指針である「コーポレートガバナンス・コード」が 

   6月1日より導入されたため、ＪＡＳＤＡＱ上場企業に要求される「基本原則」(5原則)の実施を 

   取締役会にて決議 
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>> 

－ 株式会社サイファの株式取得（子会社化） 

    『CouponLand（クーポンランド）』や『東京ウェディングコレクション』等のメディア事業、 

   マーチャンダイジング事業を展開する㈱サイファの株式を取得し子会社化。 

   当社事業との親和性が高く、業務店に対する事業シナジー効果を期待。 

当社主要顧客基盤である業務店マーケットに対するサービスラインアップ拡充を企図して、 

以下2案件を6月にIRリリース 

－ 東京電力との包括提携に向けた基本合意及び新サービス開発実施 

    2016年4月より全面自由化となる電力事業について、東京電力㈱と包括提携に向けた 

   協議を開始する内容の基本合意をするとともに両社が展開する商品・サービスと電力を 

   組み合わせた新サービス開発の実施についても合意。 

   当社が全国にもつ営業網を活用して中部・関西エリアからサービス提供を開始する予定 

|| 第3四半期ＴＯＰＩＣＳ || ＩＲ関連（後発事象） 
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本資料は、信頼できると思われる各種数値に基づいて作成されておりますが、 
その正確性／完全性を保証するものではありません。 
 
本資料に記載されている、ＵＳＥＮの計画／戦略等のうち歴史的事実でないものは、 
将来の業績に関する見通しであり、現在入手可能な情報から得られた 
当社経営者の判断に基づいております。実際の業績はさまざまな重要な要素により 
これらの業績見通しとは異なる結果となりうる事をご承知置き下さい。 
 
本資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成しております。 
本資料に記載されるいかなる情報も、投資勧誘を目的としたものではございません。 

|| 免責事項 ||  
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